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表紙は安城東高校の生徒さんです。
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議
案
質
疑
・
委
員
会
審
査
に
お
け
る

主
な
質
問
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

６
月
補
正
予
算
案

●
一
般
会
計
17
億
８
９
４
３
万
円
余
を

追
加

●
債
務
負
担
行
為
４
億
４
６
５
０
万
円

◎
追
加
…
教
育
情
報
基
盤
構
築
運
用
事

業（
４
億
４
６
５
０
万
円
）

◎
廃
止
…
教
育
系
シ
ス
テ
ム
仮
想
化
基

盤
構
築
事
業（
３
億
７
１
０
０
万
円
）

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業　
１
３
８
０
万
円

問　
Ｒ
Ｐ
Ａ（
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務

工
程
の
自
動
化
）実
証
実
験
委
託
料
が

計
上
さ
れ
、
実
証
実
験
の
対
象
と
し
て

ど
の
よ
う
な
業
務
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。ま
た
、そ
の
後
の
展
開
は
ど
う
か
。

答　
自
動
化
後
の
業
務
削
減
時
間
等
を

勘
案
し
、
税
、
福
祉
・
医
療
の
２
分
野

か
ら
１
業
務
ず
つ
を
選
定
予
定
。
９
月

末
ま
で
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
、
そ
の
後
、
２
か
月
程
度
の
実
証

実
験
を
経
て
、
効
果
測
定
を
含
め
た
問

題
点
の
整
理
を
行
う
。
実
証
実
験
の
成

果
を
踏
ま
え
、
来
年
度
以
降
の
本
格
導

入
に
向
け
た
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル
の
選
定
、

運
用
手
順
の
整
理
等
を
行
う
。

■
児
童
ク
ラ
ブ
事
業　
１
０
０
０
万
円

問　
ど
の
児
童
ク
ラ
ブ
が
対
象
で
、
具

体
的
な
内
容
は
。

答　
対
象
は
低
学
年
の
受
入
れ
が
逼
迫

し
て
い
る
南
部
小
学
校
と
桜
林
小
学
校

の
２
校
。
内
容
は
、
ク
ラ
ブ
専
用
の
建

物
設
置
に
向
け
て
の
仕
様
書
の
作
成
と

地
質
調
査
を
行
う
こ
と
。

■
予
防
接
種
事
業　
　
７
１
８
０
万
円

問　
「
風
し
ん
」の
発
生
状
況
と
具
体
的

な
取
組
内
容
は
。

答　
昨
年
流
行
し
、
全
国
で
約
３
０
０

０
件
、
愛
知
県
は
１
１
９
件
、
本
市
で

は
２
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。
今
年
度
は

昭
和
47
年
４

月
２
日
か
ら

昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま

れ
の
男
性
約

１
万
１
０
０

０
人
を
対
象

に
、
抗
体
検

査
及
び
予
防
接
種
の
た
め
の
ク
ー
ポ
ン

券
を
送
付
し
、
無
料
で
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

■
防
災
設
備
整
備
事
業　
１
８
０
万
円

問　
勤
労
福
祉
会
館
を
修
繕
す
る
が
、

何
の
た
め
の
修
繕
か
。

答　
防
災
備
蓄
品
置
き
場
と
し
て
暫
定

的
に
使
用
す
る
た
め
、
玄
関
の
改
修
と

玄
関
前
の
ス
ロ
ー
プ
の
撤
去
を
す
る
。

食
料
８
万
３
０
０
０
食
余
、
水
１
．５

ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
３
万
７
０
０
０
本
余

を
保
管
す
る
予
定
。

■
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業	

７
０
０
０
万
円

問　
工
事
の
詳
細
な
内
容
は
。

答　
今
池
町
３
丁
目
南
交
差
点
か
ら
、

住
吉
町
交
差
点
ま
で
の
約
８
０
０
ｍ

の
区
間
に
お
い
て
、
車
道
の
路
肩
に

幅
１.

５
ｍ
の
自
転
車
走
行
空
間
を
設

置
す
る
。
な

お
、
今
池
町

３
丁
目
南
交

差
点
か
ら
、

今
池
町
３
丁

目
交
差
点
ま

で
の
区
間
は

歩
道
を
自
転

車
走
行
空
間

と
す
る
。

特
別
委
員
会
の
設
置

新
た
に
重
点
的
に
調
査
研
究
を
行
う

た
め
、
次
の
２
つ
の
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

■
戦
略
的
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

特
別
委
員
会

●
調
査
事
項　
国
が
推
し
進
め
て
い
る

「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
８
」を
見
据

え
、
本
市
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
に
つ
い
て
調
査
研
究

す
る
。

（
◎
委
員
長　
〇
副
委
員
長
）

◎
大
屋
明
仁　
〇
鈴
木　
浩

神
谷
和
明
／
寺
沢
正
嗣
／
沓
名
喜
代
治

稲
垣
退
三
／
石
川
博
雄
／
石
川　
翼

今
原
康
徳

■
未
来
型
施
設
整
備
研
究
特
別
委
員
会

●
調
査
事
項　
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

向
け
、
公
共
施
設
の
新
設
、
改
修
等
の

整
備
に
際
し
て
、
施
設
の
多
機
能
化
、

複
合
化
及
び
民
間
活
力
を
活
用
し
た
公

民
連
携
に
よ
る
事
業
手
法
等
に
つ
い
て

調
査
研
究
す
る
。

◎
野
場
慶
徳　
〇
松
本
佳
栄

石
川
郁
子
／
白
谷
隆
子
／
塚
原
信
一

森
下
祥
子
／
守
口
晶
治
／
石
川
博
英

法
福
洋
子
／
永
田
敦
史

条
例
の
改
正
な
ど
44
案
件
を
議
決
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一般質問のあらまし

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

問　
セ
ン
タ
ー
の
体
制
と
取
り
組
み
の

内
容
は
。

答　
「
保
健
セ
ン
タ
ー
」と「
あ
ん
ぱ
～

く
」の
両
施
設
に
お
い
て
担
っ
て
い

る
。「
保
健
セ

ン
タ
ー
」で

は
保
健
師
な

ど
に
よ
る
妊

娠
、
出
産
、

育
児
に
関
す

る
相
談
機
能

を
、「
あ
ん
ぱ

～
く
」で
は

保
育
所
利
用

へ
の
助
言
や

子
育
て
相
談
機
能
を
有
し
、
こ
れ
ら
が

連
携
す
る
こ
と
で
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
を
構
築
。
平
成
30
年
度
に
は
、
妊
娠

の
届
け
出
を
し
た
妊
婦
全
員
に
個
別
に

相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
支
援
プ
ラ
ン

を
作
成
し
た
。

学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
に
つ

い
て

問　
令
和
の
時
代
に
は
巨
大
地
震
が
必

ず
起
き
る
と
思
わ
れ
る
状
況
。
防
災
に

対
す
る
教
育
は
大
変
重
要
だ
と
思
う
が
。

答　
本
市
は
学
校
教
育
の
指
導
方
針
の

第
一
に「
命
の
教
育
」を
掲
げ
て
い
る
。

命
を
守
る
こ
と
に
直
結
す
る
避
難
訓
練

は
、
全
学
校
で
年
間
3
回
以
上
実
施
。

特
に
、
地
震
に
関
す
る
訓
練
は「
日
時

を
知
ら
せ
ず
に
行
う
避
難
訓
練
」「
教
職

員
に
も
知
ら
せ
ず
に
行
う
避
難
訓
練
」

な
ど
、
想
定
し
て
い
な
い
状
況
を
作
り

出
し
て
、
自
ら
避
難
行
動
を
考
え
る
よ

う
な
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

１２人の議員が46項目の一般質問を行いました。各議員の主な質問
と答弁の要旨を掲載しています。なお、未掲載の質問などは、会議
録（８月下旬掲載予定）や録画映像でご覧いただけます。
代表質問、一般質問や閉会日はライブ中継を実施しています。次
回の日程については裏表紙をご覧ください。

スマートフォンやタブレット端末からも
各議員の代表質問や一般質問の録画映像をご覧いただけます。

【映像配信】

【会議録】

ＱＲコードを読み取って
ご覧ください。
※パケット・通信料が
　かかります。

検索安城市議会市議会のウェブサイト⇒

松ま
つ

本も
と

佳か

栄え

議
員

安
城
創
生
会
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子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

問　
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ
り
保
育

需
要
は
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
区
画

整
理
事
業
に
伴
い
今
後
の
整
備
計
画
は
。

答　
持
続
可
能
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
民
間
の
力
も
借
り
な
が

ら
整
備
を
進
め
て
い
る
。
東
山
・
桜

井
・
安
祥
中
学
校
区
に
お
い
て
合
計
４

園
の
整
備
を
計
画
中
。

問　
全
小
学
校
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
小

学
６
年
生
ま
で
の
完
全
実
施
に
む
け
て

の
計
画
は
。
ま
た
、「
祝
日
」対
応
は
。

答　
課
題
は
ハ
ー
ド
の
施
設
整
備
と
ソ

フ
ト
の
放
課
後
児
童
支
援
員
の
確
保
。

１
・
２
年
生
の
利
用
が
逼
迫
し
て
い
る

学
校
を
優
先
に
整
備
を
し
て
い
く
。「
祝

日
」は
近
隣
市
の
動
向
を
踏
ま
え
今
後

研
究
す
る
。

生
活
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

問　
公
共
交
通
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
今
後
ど
の
様
に
進
め
る
か
。

答　
人
手
不
足
や
財
政
負
担
等
の
容
易

に
解
決
で
き
る
課
題
で
は
な
い
が
市
と

し
て
も
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

問　
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
高
齢

者
の
方
へ
の
自
動
車
の
代
替
え
に
な
る

移
動
手
段
に
関
す
る
研
究
の
進
捗
状
況

は
。

答　
他
の
自
治
体
の
先
進
事
例
の
調
査

や
安
城
市
の
特
性
、
地
域
性
を
考
慮
し

つ
つ
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
た
段
階
。

小
中
学
校
に
お
け
る
１
型
糖
尿

病
の
対
応
と
支
援
に
つ
い
て

問　
学
校
に
お
け
る
支
援
の
充
実
は
。

答　
児
童
生
徒
の
状
況
を
よ
く
把
握
し

て
い
る
担
任
が
、
確
認
や
見
守
り
を
す

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

の
基
本
的
な
対
応
が
で
き
な
い
よ
う
な

状
況
の
時
に
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
配
置
を
し
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

問　
教
員
へ
の
研
修
や
共
通
理
解
は
。

答　
児
童
生
徒
が
罹
患
す
る
病
気
に
つ

い
て
の
知
識
を
深
め
、
配
慮
事
項
等
を

熟
知
す
る
こ
と
は
、
教
員
と
し
て
必
要

な
こ
と
だ
と
考
え
る
。
現
在
、
１
型
糖

尿
病
に
関
す
る
研
修
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
全
小
中
学
校
で
実
施
を
し
て
い
る

「
エ
ピ
ペ
ン
研
修
」の
中
で
、
関
連
す
る

内
容
と
し
て
研
修
に
含
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

投
票
所
に
つ
い
て

問　
投
票
所
で
の
移
動
の
支
援
は
。

答　
障
害
者
や
高
齢
者
を
含
め
選
挙
人

が
快
適
に
投
票
で
き
る
よ
う
、
必
要
に

応
じ
て
事
務
従
事
者
が
人
的
介
助
を
し

て
い
る
。
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
声

を
か
け
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め

る
。

稲い
な

垣が
き

退た
い

三ぞ
う

議
員

み
ら
い
の
風

法ほ
う

福ふ
く

洋よ
う

子こ

議
員

公
明
党

安
城
市
議
団

あんくるバス
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中
心
市
街
地
の
災
害
時
に
お
け

る
緊
急
輸
送
道
路
に
つ
い
て

問　
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
前
の
市
道
安
城
三
河

安
城
線
を
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
指
定

す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
現
在
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
か
ら
南
安
城

駅
周
辺
に
指
定
避
難
所
が
な
く
、
ま
た

密
集
す
る
建
物
や
電
柱
等
が
災
害
に
倒

壊
等
に
よ
り
通
行
不
能
の
危
険
性
も
あ

り
指
定
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
は
帰
宅
困

難
者
用
の
臨
時
避
難
所
と
な
る
。
よ
っ

て
今
後
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
へ
の
緊
急
輸
送

の
必
要
性
や
、
本
路
線
を
緊
急
輸
送
道

路
と
し
て
機
能
を
確
保
す
る
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
費
用
等
を
見
極
め
、
本

路
線
の
指
定
の
是
非
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
の
た
め
の
送
迎
・

託
児
支
援
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ

い
て

問　
ア
プ
リ
や
Ｐ
Ｃ
で
操
作
出
来
る
民

間
企
業
運
営
の
子
育
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル

「
子
育
て
シ
ェ
ア
」を
安
全
面
に
考
慮

し
、
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
こ
の
ツ
ー
ル
の
利
点
は
利
用
す
る

た
め
の
登
録
か
ら
手
助
け
の
依
頼
と
提

供
の
や
り
と
り
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
仕
組
み
で
煩
雑
で
は
な
い

こ
と
で
あ
る
。
他
の
自
治
体
で
は
協
定

を
結
ん
だ
実
績
は
あ
る
が
、
安
全
性
に

懸
念
が
あ
る
。
今
後
は
子
育
て
支
援
へ

の
需
要
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
補
充

が
可
能
か
ど
う
か
研
究
し
て
い
く
。

第
４
次
安
城
市
地
域
福
祉
計
画

に
つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
の
第
３
次
安
城
市
地
域

福
祉
計
画
に
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
き
た
が
、
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て

い
る
か
。

答　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
置
し
、

生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
通
じ

て
多
様
な
社
会
資
源
の
発
掘
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
努
め
て
き
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
中
学
校
区
に
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
福
祉
に
関
す

る
各
種
相
談
窓
口
や
社
会
福
祉
協
議
会

の
多
様
な
相
談
窓
口
に
お
い
て
、
総
合

的
に
対
応
し
て
き
た
。

問　
地
域
と
の
連
携
強
化
に
お
い
て
第

４
次
の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
具
体
的

な
内
容
は
。

答　
多
様
な
社
会
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
地
域
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

い
く
。
具
体
的
に
は
、
高
齢
者
だ
け
で

は
な
く
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
子
ど
も

に
関
し
て
町
内
福
祉
委
員
会
と
連
携
し

て
、
ケ
ー
ス
検
討
会
議
を
開
催
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

ま
た
、
住
民
組
織
と
福
祉
関
係
団
体

等
の
連
携
と
協
働
の
推
進
と
し
て
、
お

互
い
が
有
益
な
関
係
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
を
市
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
提
供
す

る
こ
と
や
、
住
民
組
織
と
福
祉
団
体
・

福
祉
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
し

て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
が
重
点
的
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
取

り
組
む
こ
と

を
考
え
て
い

る
。
こ
の
ほ

か
、
地
域
で

の
福
祉
関
係

の
人
材
確
保

と
町
内
会
等

と
福
祉
事
業

者
と
の
関
係

づ
く
り
も
進

め
て
い
く
。

※
マ
ッ
チ
ン

グ
…
（
例
）

町
内
福
祉
委

員
会
と
福
祉

事
業
者
を
結

び
つ
け
、
情

報
交
換
す
る
。

守も
り

口ぐ
ち

晶し
ょ
う

治じ

議
員

み
ら
い
の
風

石い
し

川か
わ

郁い
く

子こ

議
員

安
城
創
生
会
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第
６
次
安
城
市
行
政
改
革
大
綱

に
つ
い
て

問　
第
６
次
行
政
改
革
大
綱
が
計
画
か

ら
約
２
年
経
過
し
た
。
現
在
の
実
行
プ

ラ
ン
の
進
捗
状
況
と
行
政
改
革
審
議
会

か
ら
の
意
見
は
。

答　
全
38
プ
ラ
ン
の
う
ち
約
９
割
が
順

調
に
進
捗
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
審
議

会
か
ら
個
別
プ
ラ
ン
へ
の
意
見
と
し
て

「
公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の
経
営
の
あ

り
方
」の
プ
ラ
ン（
以
下
プ
ラ
ン
）に
つ

い
て
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
等

に
よ
る
影
響
を
検
証
し
、
早
急
に
検
討

す
る
よ
う
意
見
を
も
ら
っ
た
。

問　
今
後
の
プ
ラ
ン
の
進
め
方
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
運
営
体

制
な
ど
経
営
の
あ
り
方
を
取
り
ま
と

め
、
対
応
し
て
い
く
。

北
明
治
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

問　
こ
の
地
区
は
都
市
基
盤
整
備
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
北
明
治

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
市
の
見
解

は
。

答　
民
間
の
活
力
を
利
用
し
な
が
ら
、

民
有
地
の
共
同
利
用
な
ど
駅
周
辺
に
住

宅
地
の
形
成
を
誘
導
し
て
い
く
。

問　
住
民
が
納
得
す
る
形
で
住
宅
地
形

成
を
進
め
て
い
く
際
の
行
政
の
役
割
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答　
先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

投
票
所
の
増
設
及
び
再
編
に
つ

い
て

問　
こ
れ
も
高
齢
化
問
題
の
１
つ
と
思

う
が
、
住
民
か
ら「
投
票
所
が
遠
く
、

車
で
行
く
に
も
駐
車
場
が
少
な
く
て
行

け
な
い
」と
い
っ
た
声
が
あ
る
。

投
票
所
の
増
設
や
再
編
、
駐
車
場
確

保
な
ど
早
急
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答　
国
か
ら

投
票
所
ま
で

３
㎞
以
内
が

望
ま
し
い
と

い
う
基
準
が

示
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
を

満
た
し
て
い

る
の
で
投
票

所
の
増
設
や

再
編
は
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
は
混
雑
状
況
な
ど

を
確
認
し
て
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
投
票

環
境
の
改
善
に
努
め
、
駐
車
場
確
保
は

近
隣
の
店
舗
・
事
務
所
の
駐
車
場
な
ど

を
借
り
る
検
討
を
す
る
。

選
挙
カ
ー
の
騒
音
に
つ
い
て

問　
「
選
挙
カ
ー
の
音
が
う
る
さ
い
！
」

と
い
っ
た
声
を
お
聞
き
す
る
が
、
音
量

規
制
な
ど
の
使
用
規
制
及
び
使
用
を
や

め
る
と
い
っ
た
対
策
が
で
き
な
い
か
。

答　
選
挙
の
た
び
に
選
挙
カ
ー
の
音
が

う
る
さ
い
と
の
苦
情
を
住
民
か
ら
い
た

だ
い
て
い
る
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会
や
立
候
補
受

付
の
際
に
音
量
に
気
を
付
け
る
よ
う
立

候
補
者
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、
現
状

で
は
選
挙
カ
ー
の
使
用
規
制
は
議
会
あ

る
い
は
立
候
補
者
に
お
い
て
自
主
的
に

対
応
し
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
。

寺て
ら

沢さ
わ

正ま
さ

嗣し

議
員

安
城
創
生
会

白し
ら

山や
ま

松ま
つ

美み

議
員

志
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
新
し
い

方
向
で
の
活
用
に
つ
い
て

問　
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
収
支
の

現
状
は
。

答　
安
城
市
へ
の
寄
附
額
は
、
３
５
６

６
万
円
。
一
方
、
安
城
市
民
が
他
の
自

治
体
へ
寄
付
し
た
金
額
は
５
億
６
２
０

０
万
円
余
で
、
本
市
の
市
民
税
へ
の
影

響
は
２
億
５
４
０
０
万
円
余
の
マ
イ
ナ

ス
。

問　
従
来
の
返
礼
品
競
争
で
は
な
く
、

人
や
地
域
の
役
に
立
て
る
、
貢
献
で
き

る
と
い
っ
た
、
人
の
志
や
心
を
活
か
す

概
念
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

具
体
的
に
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い

途
を
明
確
に
示
し
て
、
納
税
者
の
共
感

を
呼
び
、
意
思
が
反
映
で
き
、
納
税
者

が
使
い
途
や
事
業
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
す
る「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
の
ふ
る
さ
と
納
税
」と
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
。

答　
寄
附
者
を
惹
き
つ
け
共
感
を
得
る

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
導

入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
返
礼
品
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た

“
役
に
立
て
る
”と
い
う
視
点
と
、
従
来

の“
モ
ノ
”中
心
の
返
礼
品
か
ら“
サ
ー

ビ
ス
”型
を
充
実
す
べ
き
。

具
体
的
に
は
ご
両
親
等
の
生
活
を
手

助
け
で
き
る
掃
除
や
ゴ
ミ
出
し
、
買
い

物
な
ど
家
事
代
行
、
見
守
り
等「
親
孝

行
型
」の
返
礼
品
を
は
じ
め
、
障
害
者

就
労
支
援
施
設
で
作
ら
れ
た
授
産
品
、

福
祉
団
体
や
市
民
活
動
等
へ
の
寄
付
や

協
賛
金
な
ど「
思
い
や
り
型
返
礼
品
」の

充
実
が
必
要
で
は
。

答　
従
来
型
の
返
礼
品
だ
け
で
な
く
、

思
い
や
り
型
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
や
体
験
・
参
加
型
と
い
っ
た

心
に
残
る
返
礼
品
の
充
実
を
目
指
し
た

い
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
水
道
水
に

つ
い
て

問　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
漏
水
や
水
道
水
停
止
は
ど
う
想
定

さ
れ
る
か
。
消
火
栓
は
使
え
る
か
。

答　
市
全
域
で
の
漏
水
の
ほ
か
、
地
震

の
揺
れ
を
感
知
し
て
水
道
水
の
緊
急
停

止
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
消
火
栓

を
使
用
し
て
の
消
火
活
動
は
で
き
な
い
。

耐
震
性
の
な
い
防
火
水
槽
に
つ

い
て

問　
市
内
の
防
火
水
槽
の
う
ち
耐
震
性

の
な
い
も
の
は
ど
の
く
ら
い
か
。
市
の

認
識
と
今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

答　
防
火
水
槽
４
５
７
か
所
の
う
ち
、

耐
震
性
が
な
い
も
の
は
１
２
９
か
所
、

設
置
年
度
や
構
造
が
不
明
の
た
め
耐
震

性
の
有
無
が
判
断
で
き
な
い
も
の
は
１

１
２
か
所
。

市
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
課
題
を
整
理
し
た
後
、
耐
震

性
が
判
断
で
き
な
い
も
の
、
道
路
下
の

も
の
な
ど
を
調
査
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。新

規
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
２
５
０
０

基
に
つ
い
て

問　
新
規
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
２
５
０
０
基

の
配
分
基
準
は
ど
う
か
。

答　
２
０
０
０
基
を
町
内
会
へ
、
５
０

０
基
を
集
落
間
の
道
路
に
設
置
す
る
。

各
町
内
会
へ
は
、
人
口
、
面
積
な
ど
を

考
慮
し
、
集
落
間
へ
は
、
高
校
の
通
学

路
な
ど
を
考
慮
し
配
分
す
る
。

消火栓

防火水槽

石い
し

川か
わ

博ひ
ろ

雄お

議
員

安
城
創
生
会

永な
が

田た

敦あ
つ

史し

議
員

志
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住
吉
町
３
丁
目
地
内
の
住
宅
開

発
事
業
に
つ
い
て

問　
住
吉
町
３
丁
目
地
内
の
住
宅
開
発

事
業
は
、
市
住
宅
開
発
事
業
の
手
続
き

等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
市
長
同
意

を
得
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
市

長
同
意
に
は
７
項
目
条
件
が
付
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
一
つ
に
、
近
隣
住
民
と
の

工
事
協
定
書
を
締
結
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
未
だ
締
結
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
協
定
書
が
締
結
さ
れ
な
い
と
工

事
に
起
因
す
る
諸
問
題
に
対
す
る
補
償

は
な
さ
れ
な
い
の
か
。

答　
事
業
者
側
か
ら
提
示
さ
れ
た
協
定

案
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
遵

守
す
る
と
事
業
者
に
確
認
し
て
い
る
。

本
工
事
に
起
因
す
る
家
屋
等
の
損
傷
等

に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
誠
意
を
も
っ

て
対
応
す
る
と
の
こ
と
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て

問　
公
契
約
の
適
正
な
履
行
、
従
事
す

る
労
働
者
の
環
境
の
確
保
な
ど
を
定
め

る
公
契
約
条
例
を
制
定
す
る
自
治
体
が

増
加
し
て
い
る
が
、
安
城
市
も
同
様
の

条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
近
隣
市
の
対
応
や
国
の
法
制
度
等

の
動
向
を
見
な
が
ら
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
く
。

三
河
安
城
駅
南
地
区
の
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て

問　
市
街
地
を
検
討
す
る
圏
域
と
し
て

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
の
か
。

答　
三
河
安
城
駅
か
ら
約
1
㎞
圏
内
は

交
通
利
便
性
も
高
く
、
周
辺
に
生
活
利

便
施
設
が
整
っ
て
い
る
の
で
住
宅
地
と

し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
。

問　
組
合
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
リ

ス
ク
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

答　

リ
ス
ク
と
し
て
、
事
業
の
長
期

化
、
資
金
不
足
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
地
区
を
、
タ
イ
ム
リ
ー

に
立
ち
上
げ
短
期
間
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

七
夕
ま
つ
り
に
つ
い
て

問　
ゴ
ミ
か
ご
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
暑

さ
対
策
は
。

答　
従
来
の
ゴ
ミ
か
ご
38
か
所
を
、
今

年「
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
し
て
１3
か

所
に
集
約
。
日
差
し
を
遮
る
テ
ン
ト
を

設
置
す
る
な
ど
、
屋
根
の
あ
る
場
所
に

配
置
。

問　
今
年
の「
七
夕
ま
つ
り
」見
ど
こ
ろ

は
。

答　
市
役
所
正
面
か
ら
東
へ
伸
び
る
都

市
計
画
道
路
南
明
2
号
線
で
の「
竹
あ

か
り
」記
念
事
業
を
中
心
に
、「
竹
あ
か

り
回
廊
」を
企
画
、ご
期
待
く
だ
さ
い
。

住民の安全・安心

品質を確保

適切な賃金を保証

安城七夕神社の竹あかり（昨年）

石い
し

川か
わ　

翼つ
ば
さ

議
員

新
社
会

石い
し

川か
わ

博ひ
ろ

英ひ
で

議
員

安
城
創
生
会
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議
会
改
革
検
討
委
員
会

６
月
２１
日
に
議
会
改
革
検
討
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
議
長
か
ら「
一
般
質
問

の
時
間
配
分
の
見
直
し
」、「
議
会
活
性

化
の
た
め
の
体
制
強
化
の
検
討
」及
び

「
模
擬
議
会
の
開
催
の
検
討
」に
つ
い
て

諮
問
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
末
ま
で
に

協
議
を
重
ね
、
結
果
を
議
長
に
答
申
し

ま
す
。

（
◎
委
員
長　
〇
副
委
員
長
）

◎
野
場
慶
徳　
〇
大
屋
明
仁

宗　
文
代
／
鈴
木　
浩
／
白
山
松
美

辻
山
秀
文
／
松
尾
学
樹
／
近
藤
之
雄

委員会・部会などの主な活動状況
５月

1６ 日 産業建設部会・市内巡視
17 日 市民文教部会・市内巡視
２０ 日 福祉環境部会・市内巡視
２1 日 総務企画部会 ・市内巡視
３1 日 議会運営委員会

６月
　５ 日 福祉環境部会・産業建設部会
1３ 日 議会運営委員会
1８ 日 産業建設常任委員会・部会
1９ 日 市民文教常任委員会
２０ 日 福祉環境常任委員会・部会

２1 日 総務企画常任委員会・部会
議会運営委員会・議会改革検討委員会

就
学
援
助
に
つ
い
て

問　
年
に
一
度
は
学
校
か
ら
就
学
援
助

制
度
の
お
知
ら
せ
と
申
請
書
を
配
布

し
、
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
は
。

答　

小
学
校
・
中
学
校
入
学
説
明
会

時
、
広
報
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
、
市
内
全
小
中
学
校
の
Ｈ
Ｐ
に

も
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
が

張
ら
れ
、
常
時
保
護
者
の
目
に
届
く
よ

う
に
し
て
あ
る
。

ま
た
転
入
・
離
婚
・
死
亡
な
ど
に
伴

う
市
民
課
等
へ
の
手
続
き
の
際
に
は
就

学
援
助
の
案
内
を
し
て
い
る
た
め
、
周

知
は
十
分
で
あ
る
。

問　
就
学
援
助
制
度
の
認
定
基
準
を
生

活
保
護
基
準
１.

２
倍
か
ら
引
き
上
げ

て
は
ど
う
か
。

答　
世
帯
の
困
窮
状
況
を
的
確
に
把
握

し
、
現
状
の
基
準
で
運
用
し
て
い
く
。

な
お
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
就
学
援

助
の
各
費
目
の
支
給
限
度
額
は
引
き
上

げ
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
第
３
子
か
ら
の
学
校
給
食
費
無
料

は
1８
歳
未
満
の
第
３
子
と
い
う
枠
を
な

く
し
て
は
ど
う
か
。

給
食
費
に
関
し
て
就
学
援
助
認
定
基

準
を
所
得
中
間
層
ま
で
拡
大
し
て
は
ど

う
か
。

答　
児
童
福
祉
法
に
お
け
る
児
童
の
定

義
が「
１8
歳
に
満
た
な
い
も
の
」と
な
っ

て
い
る
た
め
、
給
食
費
の
補
助
に
お
い

て
も
１8
歳
を
区
切
り
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
就
学
援
助
を
中
間
層
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
困
難
な
世
帯
を
援
助
す
る
と
い

う
制
度
の
趣
旨
と
は
異
な
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。

二村議長 ( 左 ) から野場委員長へ諮問書が手渡された

森も
り

下し
た

祥さ
ち

子こ

議
員

日
本
共
産
党

安
城
市
議
員
団
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会派別賛否
（○賛成、×反対）

安
城
創
生
会

公
明
党

み
ら
い
の
風

志
新
社
会

共
産
党

6 月定例会に提出された案件 結果

市
長
提
出
議
案

第５５号　市税条例等の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × 〇

第５６号　都市計画税条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第５7号　行政財産目的外使用料条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第５８号　福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第５９号　社会福祉会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第６０号　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６1号　廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第６２号　休日夜間急病診療所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第６３号　国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６４号　介護保険条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６５号　総合斎苑の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第６６号　市民交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第６7号　中心市街地拠点施設条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第６８号　図書館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第６９号　公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第7０号　青少年の家の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第71号　市民ギャラリーの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第7２号　丈山苑の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第7３号　安祥閣の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第7４号　市民会館条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第7５号　体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第7６号　有料駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第77号　道路占用料条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第7８号　法定外公共用物の管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第7９号　都市公園条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第８０号　公共下水道条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第８1号　水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第８２号　上水道布設費分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第８３号　令和元年度一般会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第８４号　令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第８５号　令和元年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第８６号　工事請負契約の締結（スポーツセンター非構造部材等耐震化及び保全改修主
体工事） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第８7号　工事請負契約の締結（スポーツセンター非構造部材等耐震化及び保全改修管
及び空調工事） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

６月定例会　議案などの審議結果

◎安城創生会 1８ 人　◎公明党 3人　◎みらいの風 3人	 ◎志 2人　◎新社会 1人　◎共産党 1人
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◎議案名と会派名は、一部省略して記載しています。（公明党⇒公明党安城市議団、共産党⇒日本共産党安城市議員団）
◎個人別賛否の結果は市議会ウェブサイトに掲載しています。

６月定例会に提出された案件 結果
安
城
創
生
会

公
明
党

み
ら
い
の
風
志
新
社
会

共
産
党

市
長
提
出
議
案

第８８号　工事請負契約の締結（スポーツセンター非構造部材等耐震化及び保全改修電
気工事） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第８９号　工事請負契約の締結（歴史博物館非構造部材等耐震化及び保全等改修主体工事） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第９０号　工事協定の締結（名鉄南桜井駅改修事業） 原案可決 〇 〇 〇 〇 × ×

第９1号　工事請負契約の締結（安城北部小学校ほか普通教室等空調機設置工事） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第９２号　工事請負契約の締結（安城中部小学校ほか普通教室等空調機設置工事） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第９３号　工事請負契約の締結（桜井小学校ほか普通教室等空調機設置工事） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第９４号　工事請負契約の締結（高棚小学校ほか普通教室等空調機設置工事） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第９５号　工事請負契約の締結（安城西部小学校ほか普通教室等空調機設置工事） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第９６号　工事請負契約の締結（作野小学校ほか普通教室等空調機設置工事） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第９7号　工事請負契約の締結（安城南部小学校ほか普通教室等空調機設置工事） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第９８号　手数料条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮問 第1号　人権擁護委員の推薦 異議ない旨答申 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願 第1号　後期高齢者医療費窓口負担2割化の中止を求める意見書採択に関する請願 不採択 × × × × 〇 〇

議員
提出
議案

第3号　戦略的モビリティマネジメント特別委員会の設置 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第4号　未来型施設整備研究特別委員会の設置 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■収支報告書や領収書等は議会事務局で閲覧できます。
※平成 ３1 年１月に１名の会派異動があり、２か月分（６万円）を市へ返納済です。

政務活動費とは、地方自治法に基づき、議員の調査研究、その他の活動に資するため必要な経費
の一部として市から各会派に交付されるものです（月額３万円×人数）。
年度末に清算し、残額が発生する場合は、市に返納します。

【平成３０年度政務活動費収支一覧】 （単位：円）

会派名 安城創生会 みらいの風
公明党

安城市議団
日本共産党
安城市議員団 進会 志 新社会

（所属議員数） （1５ 人） （３人） （３人） （2人） （2人） （1人）※ （1人）

政務活動費（交付額） 5,400,000 1,080,000 1,080,000 720,000 720,000 660,000 360,000

支
出
内
訳

調査研究費 2,662,595 563,608 370,263 0 0 0 0

研修費 1,099,375 216,330 305,720 0 145,830 0 0

広報広聴費 49,680 0 0 0 0 0 0

資料作成費 524,372 26,863 69,237 17,465 35,467 68,651 931

資料購入費 135,000 90,720 47,952 0 29,440 0 30,240

交通通信費 825,156 72,000 72,000 48,000 48,000 81,956 24,000

支出合計 5,296,178 969,521 865,172 65,465 258,737 150,607 55,171

返納額 103,822 110,479 214,828 654,535 461,263 509,393 304,829

平成30年度の政務活動費収支報告



石川委員

石川委員長

新村さん

磯貝さん

森下委員

松本委員

12検索安城市議会

Q	．	日本の何に興味があって来ましたか？
A	．	文化や日本語が好き。自分に日本のルーツがあるので（ダニエル君）
Q	．	日本って変わっているな、と思ったところはありますか？
A	．	ほとんどないけど、くしゃみした後にブレス・ユーと言わないこと（マテオ君）
Q	．	ＥＳＳ部ではどんな活動をしてるんですか？
A	．	今は文化祭に向けた英語劇の練習です。その後は、絵本翻訳コンクール、
Oxford	Big	Read、オーラルインタープリテーションフェスティバル等に参
加予定です。

Q	．	留学生の 2人もＥＳＳ部に入っているの？
A	．	ダニエル君は剣道部で、マテオ君は写真部です。（表紙に道着姿のダニエル君）
授業以外の何か行事があるときは 2人を呼んで交流会したりしてます。

高校生とのコラボ企画第 2弾！今回は安城東高校の国際交流を軸に表紙を飾っ
ていただき、インタビューには４月から安城東高校へ通う留学生と表紙作品に
携わったＥＳＳ・国際交流部の部員に答えてもらいました。（5月２４日訪問）

児玉さん

マテオ君
ダニエル君

深津さん三浦さん

中塚さん

９月定例会の開催予定

９月	３日（火）	 定例会開会　　　　　　　　　　　　
	 ４日（水）	 一般質問	 ９日（月）	午後６時
	 ５日（木）	 一般質問	 11 日（水）	午後６時
　	 ６日（金）	 一般質問予備日	 ２６ 日（木）	午後６時
　	 ９日（月）	 議案質疑・決算特別委員会
　　11 日（水）	 産業建設常任委員会
	 	 決算特別委員会分科会
　　1２ 日（木）	 市民文教常任委員会
	 	 決算特別委員会分科会　　　
　　1３ 日（金）	 福祉環境常任委員会
	 	 決算特別委員会分科会
　　17 日（火）	 総務企画常任委員会
	 	 決算特別委員会分科会
　　２０ 日（金）	 決算特別委員会
　　２６ 日（木）	 定例会閉会

・開始時刻はいずれも午前1０時からです。
・請願、陳情の提出締切りは８月２６日（月）です。

※

地上デジタル11チャンネル
で録画放映されます。

放映（録画）放映（録画） 慶弔費等に
関するお知らせ

安城市議会では、市議
会内で香典の取扱いを統
一すべきとの観点から申
し合わせを行いました。
議員本人が葬儀等に参
列しても、香典を供与し
ないこととし、香典の代
わりに弔慰状を持参させ
ていただいております。
（親族及び友人等は除き
ます）

※会議を開催した場合
のみ放映

あんじょう市議会だよりは、古紙を70％使用した
再生紙と大豆油インキを使用しています

【発行者】安城市議会　【編集者】市議会だより編集委員会　【問い合わせ】安城市議会事務局
〒446–8501 安城市桜町 18–23 ／ Tel.0566–71–2252 ／ Fax.0566–77–8200　E メール：giji@city.anjo.lg.jp

〜安城東高校〜


